
尻別川の減災に関する取組方針　フォローアップ 令和2年6月末日時点

Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

1
■洪水氾濫を未然に防
ぐ対策

堤防整備、河道掘削、侵食・洗掘対策、河畔林伐開
小樽開発建設部
後志総合振興局

～令和2年度

○河道掘削（豊国地区）を実施
　　（小樽開発建設部）
○浸食・洗掘対策（倶知安地区）を実施
○河道掘削（喜茂別地区）を実施
○河道掘削・浸食洗掘対策（ニセコ地区）を実施
○尻別川（京極地区）外１４河川を掘削・伐木実
施　（後志総合振興局 小樽建管）

○河道掘削（豊国地区）を継続実施
　　（小樽開発建設部）
○堤防整備、河道掘削、浸食洗掘対策（各地区）
を実施
○尻別川（京極地区）外６河川を掘削・伐木実施
　　（後志総合振興局 小樽建管）

○工事実施に必要な予算確保
　　（小樽開発建設部）
　　（後志総合振興局 小樽建管）

2
■危機管理型ハード対
策

危機管理ハード対策の実施
（堤防天端の保護、堤防法尻の補強）

小樽開発建設部、
後志総合振興局

～令和2年度

○堤防法尻補強工事（大谷、名駒、三和地区）を
実施（小樽開発建設部）
〇堤防天端保護（倶知安地区）を実施
　　（後志総合振興局　小樽建管）

○堤防天端の保護（倶知安地区）を実施
　　（後志総合振興局 小樽建管）

○工事実施に必要な予算確保
　　（後志総合振興局 小樽建管）

3
住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するた
め、スマートフォンを活用したリアルタイム情報の提供の
システム構築

小樽開発建設部 平成29年度 －
○情報提供システム活用の住民への周知
　　（小樽開発建設部）

○情報配信する内容や操作方法、避難行動へ
の活用など継続的な周知が必要
　　（小樽開発建設部、蘭越町）

4
洪水予報等をプッシュ型で情報発信するためのシステム
構築

小樽開発建設部 平成29年度
○平成29年5月1日から配信開始、地域住民へ
の周知（4/1広報誌で周知済み）（小樽開発建設
部）

○地域住民への周知（4/16広報誌で再周知済
み）　（小樽開発建設部）

○情報配信する内容や配信時の避難行動への
活用など継続的な周知が必要
　　（小樽開発建設部、蘭越町）

5
特に高齢者等の災害時要配慮者に配慮し、新たな防災
通信システムの整備、防災行政無線の改良等による確
実な情報伝達方法の確立

蘭越町、ニセコ町、真狩村、喜茂別町、京
極町

令和元年度

○行政通信システムとして屋外スピーカー、各戸
端末の設置完了　（H28蘭越町、R1京極町）
○防災行政無線の屋外スピーカー（3箇所）、戸
別受信機のデジタル化完了　（H30-R元_真狩村）

○行政通信システムとして屋外スピーカー、各戸
端末等の設置　（ニセコ町、喜茂別町）

○行政通信システムを活用した訓練が必要

6 排水計画に基づく樋門釜場の整備
小樽開発建設部、
後志総合振興局

～令和2年度

○国管理区間における排水箇所、排水準備計画
の一部を検討　（小樽開発建設部）
○道管理区間における排水箇所、排水準備計画
の一部を検討　（後志総合振興局 小樽建管）

○排水計画の検討とあわせ釜場整備箇所を検
討　（小樽開発建設部）
○1箇所設置　（後志総合振興局 小樽建管）

○工事実施に必要な予算確保
　　（小樽開発建設部）
　　（後志総合振興局 小樽建管）

7
想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域図等に
基づいた避難場所、避難経路及び避難方法の見直し検
討を行い、ハザードマップへ反映

流域7町村 ～令和2年度

〇想定最大規模での浸水想定に基づくハザード
マップを作成し、全戸配布済（蘭越町・喜茂別町・
倶知安町）

○避難場所、避難経路及び避難方法を見直し、
ハザードマップ作成　（流域4町村）

8
道路管理者との連携による、避難経路及び、避難行動
の遅れに備えた沿道施設の活用の検討

小樽開発建設部、後志総合振興局、
流域7町村

～平成30 年度 －
○取組機関において、活用を検討　（流域7町
村）

9
道路管理者等による、浸水に伴う交通途絶情報を共有
する連絡体制の確立

小樽開発建設部、後志総合振興局、
流域7町村、警察、JR北海道(株)

平成29年度から実施 －
○取組機関において、連絡体制の確認、減災対
策協議会での周知

10
地域毎の利用可能避難施設までの避難時間を踏まえ
た、避難勧告等の発令に着目したタイムラインの作成及
び精度向上

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、流域7町村、警察

平成28年度から実施

国管理区間
　　○蘭越町の体制変更に伴い検討会を開催し、
　　　タイムラインを改定
道管理区間
○気象情報を加味したタイムライン素案を対象市町村に配
布
〇内閣府の「避難勧告等に関するガイドライン」改定に沿っ
た形でタイムラインの改良を行うために協力（札幌管区気
象台）
〇札幌建設管理部が実施したタイムラインの説明会におい
て、防災気象情報の利活用について解説を実施（札幌管区
気象台）

国管理区間
　○今後も出水後の振り返りや訓練等を継続
道管理区間
　〇令和３年度からの本格運用ができるよう
　対象市町村に技術的な支援を継続する

○市町村の防災基本計画にタイムラインをどの
ように取り入れるか。（後志総合振興局 小樽建
管）

11
タイムラインを活用した、関係機関との連携による訓練
の実施

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、流域7町村、自衛隊、警
察、消防

平成29年度から実施
国管理区間
　　○蘭越町の体制変更に伴い検討会を開催

国管理区間
　　○継続実施
道管理区間
　　〇訓練を実施

12

各地域における避難勧告等の発令を判断するための情
報や、住民への情報伝達方法・伝達内容についての町
職員向けマニュアルの作成及び、地域防災計画の見直
し

蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、京
極町、倶知安町

～令和2年度 －
○マニュアル作成、地域防災計画への反映
　　（流域6町村）

13
水平避難のための時間や逃げ遅れ等により垂直避難と
なった場合等を考慮した避難場所等の確保・訓練等の実
施

小樽開発建設部、後志総合振興局、
流域7町村、自衛隊、警察、消防

～令和2年度 －
○避難場所の検討、避難訓練を実施
　　（流域7町村）

14
隣接町村における避難場所の設定
（広域避難体制の構築）

小樽開発建設部、後志総合振興局、
流域7町村、警察

平成30年度から実施 －
○各自治体のハザードマップを共有、広域避難
体制検討

15 分かりやすい洪水予報伝文への改良
小樽開発建設部、
札幌管区気象台

平成28年度
令和元年度

○洪水予報の警戒レベルの追記
　　（R1.5.29改訂）

－ －

16
危機管理型水位計配置計画を検討・調整し、順次整備を
実施し、避難勧告発令等の判断情報として活用

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、喜茂別町、京
極町、倶知安町

平成30年度から実施

○危機管理型水位計18カ所設置済、簡易河川
監視カメラを１８カ所設置済　（小樽開発建設部）
○危機管理型水位計を1８箇所設置済。簡易河
川監視カメラを11箇所設置済（後志総合振興局
小樽建管）

○危機管理型水位計設置個所（18箇所）に簡易
河川監視カメラを１８カ所設置済（小樽開発建設
部）
○危機管理型水位計を1８箇所設置済。簡易河
川監視カメラを11箇所設置済　（後志総合振興局
小樽建管）

○水位計整備に必要な予算確保
　避難判断情報としての活用周知
　　（小樽開発建設部）
　　（後志総合振興局 小樽建管）

17
警報・注意報発表時の「危険度を色分けした時系列」や
「早期注意情報（警報級の可能性）」の情報提供

札幌管区気象台 平成28年度～

○H31.3に改訂となった内閣府の「避難勧告等に
関するガイドライン」を踏まえた気象情報と避難
判断等について普及啓発を実施（札幌管区気象
台）

○継続実施（札幌管区気象台） －

新規
取組
17-2

 要配慮者利用施設等における避難確保計画等の作成
及び訓練に関する支援・情報共有

小樽開発建設部、後志総合振興局、４町
村

地域防災計画に対象施設を今後記載予定（蘭越
町、京極町、喜茂別町、倶知安町）

新規
取組
17-3

福祉関係者を含めた減災情報等の共有、取組の検討・
調整

小樽開発建設部、後志総合振興局、７町
村

防災ガイド・マップを福祉施設に施設に設置して
いる（蘭越町、喜茂別町）
要配慮者の情報を福祉部門と防災部門で共有し
ている（喜茂別町）

今後検討(蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都
村、喜茂別町、京極町、倶知安町）

新規
取組
17-4

住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
小樽開発建設部、後志総合振興局、７町
村

今後検討(蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都
村、喜茂別町、京極町、倶知安町）

小中学生向けマイ・タイムライン検討ツール 作
成（国土交通省）

スケジュール（上段：計画、下段：実績）
これまでの取組内容 今後の取組内容

大規模水害に備
えた迅速かつ確
実な避難行動の
ための取り組み

■情報伝達、避難計画
等に関する事項

取組に向けた課題

ハード対策

■避難行動、水防活
動、排水活動に資する
基盤等の整備

No. 大項目 中項目 小項目 取組機関 目標時期

資料２・・・新規取組追加項目
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スケジュール（上段：計画、下段：実績）

これまでの取組内容 今後の取組内容 取組に向けた課題No. 大項目 中項目 小項目 取組機関 目標時期

資料２・・・新規取組追加項目

18
想定し得る最大規模も含めた浸水想定区域図等、浸水
シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の公表

小樽開発建設部、
後志総合振興局

平成30年度
○尻別川（道管理区間）における想定最大規模
の浸水想定区域図等を公表
　　（後志総合振興局 小樽建管）

－ 国管理区間　平成28年6月30日に公表済み

19
想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域図等に
基づいたハザードマップの作成と周知

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、喜茂別町、京
極町、倶知安町

～令和2年度

〇想定最大規模での浸水想定に基づくハザード
マップを作成し全戸配布済(倶知安町、喜茂別
町、倶知安町）
〇ハザードマップに関する町内７会場において説
明会を実施（蘭越町）

○避難場所、避難経路及び避難方法を見直し、
ハザードマップを作成　（流域5町村）

20
想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域図に基
づいた、まるごとまちごとハザードマップの作成と周知

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町

～令和2年度 －
○まるごとまちごとハザードマップ整備
　　(蘭越町、ニセコ町）

21
児童・生徒を中心に尻別川の洪水特性を踏まえた防災
教育の実施

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、流域7町村

引き続き定期的に実施

○蘭越小学校、蘭越中学校にて防災学習教育を
実施　（小樽開発建設部、後志総合振興局、蘭
越町）
○倶知安町東小学校にて防災学習教育を実施
　　（後志総合振興局小樽建管、倶知安町）

○継続実施
蘭越小学校での防災学習実施に向けた支援
　　（小樽開発建設部）
○倶知安東小学校での防災学習実施に向けた
支援を継続実施　（後志総合振興局小樽建管、
倶知安町）
○蘭越中学校における防災学習教育を継続実
施（後志総合振興局、蘭越町）

22
関係機関の職員及び住民を対象とした、防災支援機関と
連携した水防災に関する防災講演会や講習会の開催

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、蘭越町、ニセコ町、留寿
都村、喜茂別町、京極町、警察

引き続き定期的に実施

○住民を対象とした防災講演会を2回開催
　　（小樽開発建設部、蘭越町）
○各種警察活動を通じて、住民に対する防災講
話を実施　（各警察署）

○継続実施
〇防災気象情報に基づく地方公共団体の防災
対応を記事体験していただく気象防災ワーク
ショップを実施予定（札幌管区気象台）

23
消防組合・建設協会等と連携した「水防工法実技訓練」
の開催

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、
流域7町村、自衛隊、警察、消防

引き続き定期的に実施
令和元年6月14日実施
　　（蘭越町、他取組機関）

○継続実施

24
ホームページや広報誌等を活用した、住民の水防災意
識啓発のための広報の充実

小樽開発建設部、札幌管区気象台、
後志総合振興局、流域7町村、警察

引き続き定期的に実施

○水防災に関わる情報をHP、広報誌の掲載、パ
ネル展等を実施　(小樽開発建設部）
〇流域7町村に防災に関する広報用の原稿を提
供（札幌管区気象台）
○警察広報活動の一環として、署ホームペー
ジ、交番等発行の広報紙による広報を実施　（警
察）

○継続実施
〇継続実施（札幌管区気象台）

○世代を問わないわかりやすい広報、イベント等
地域住民が集まる場所を活用し、より効果的な
広報の充実が必要

新規
取組
24-2

住民、関係機関が連携した避難訓練等の検討・調整
小樽開発建設部、後志総合振興局、７町
村

今後検討(蘭越町、ニセコ町、真狩村、喜茂別
町、京極町、倶知安町）

25
毎年、重要水防箇所の見直しを実施するとともに、水防
団や住民が参加する水害リスクの高い箇所の共同点検
を実施

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、京極町、自衛
隊、警察、消防、JR北海道(株)、北海道電
力(株)

引き続き定期的に実施

○重要水防箇所の見直しを実施
令和元年5月19日　減災対策協議会幹事会にて
重要水防箇所を共有済　（小樽開発建設部）
○令和元年6月14日　水害リスクの高い箇所の
共同点検(国管理区間)実施

○重要水防箇所評定基準（案）の改定に伴う重
要水防箇所の見直しについて、減災対策協議会
幹事会にて共有予定　（小樽開発建設部）。
〇継続実施

26
関係機関が連携した急激な水位上昇を想定した伝達訓
練、水防訓練を継続実施

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、京
極町、倶知安町、自衛隊、警察、消防

引き続き定期的に実施
○令和2年5月15日、尻別川の洪水を対象とした
情報伝達訓練を実施。　（小樽開発建設部、後志
総合振興局、気象台）

○継続実施

27
迅速な水防活動を支援するため、浸水被害が大きい地
区における一時的な保管方法を検討のうえ、水防資機
材を充実

小樽開発建設部、
後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、喜茂別町

平成28年度から実施
○水防資材（大型土のう、土のう、シートを購入
備蓄　（小樽開発建設部）

○継続実施 ○水防資機材購入に必要な予算確保

28
的確な水防活動等を実施するため、リーフレットの配布
やポスター掲示を通じ、水防団員の確保を図る

蘭越町、ニセコ町 平成28年度から実施 － －
○現時点では、必要な水防団員を確保してい
る。　（蘭越町）

29 自衛隊等の災害派遣要請に係る調整方法について確認
小樽開発建設部、
後志総合振興局、流域7町村、自衛隊、消
防

令和元年度 － ○減災対策協議会にて周知

30
想定し得る最大規模の洪水を想定し、資機材の配置・搬
入経路・排水ルート等を考慮した排水計画を作成

小樽開発建設部、後志総合振興局、
流域7町村

～令和2年度

○国管理区間における排水箇所、排水準備計画
の一部を検討　　（小樽開発建設部）
○道管理区間における排水箇所、排水準備計画
の一部を検討　（後志総合振興局 小樽建管）

○排水計画の検討とあわせ釜場整備箇所を検
討
　　（小樽開発建設部）
　　（後志総合振興局 小樽建管）

31
防災支援機関等と連携した排水訓練を実施するととも
に、訓練を通じて排水ポンプ車等の災対車の出動要請
に係る関係機関との調整方法について確認

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、留寿都村、喜茂別町、
京極町、倶知安町

引き続き定期的に実施
○排水訓練を３回実施
　　（小樽開発建設部）

○排水訓練　継続実施
　　(小樽開発建設部)
○出動要請　減災対策協議会にて周知

32
建設協会等との協定による、水防資機材の保有状況や
作業計画の確認

蘭越町、喜茂別町 平成28年度から実施 ○蘭越建設協会と災害協定締結済み（蘭越町）
○資機材の保有状況、作業計画を確認
　　（蘭越町、喜茂別町）

33
想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域図等に
基づいた災害時拠点施設等の耐水化を検討

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、喜茂別町、京
極町、倶知安町

平成28年度から検討実
施

－ ○対象となる施設を検討

34
避難遅れによる孤立者等を想定した救助活動に関わる
ヘリポートや避難場所等の事前調整を行い、地域防災
計画へ反映

小樽開発建設部、後志総合振興局、
蘭越町、ニセコ町、真狩村、留寿都村、喜
茂別町、京極町、自衛隊、警察、消防

平成28年度から実施 － ○取組機関において、活用検討　（流域6町村）

社会経済活動
の早期復旧のた
めの取り組み

■氾濫水の排水、施設
運用等に関する取り組
み

洪水氾濫被害
軽減のための的
確・迅速な水防
活動に関する取
り組み

■水防活動の効率化
及び水防体制の強化に
関する事項

■平時からの住民等へ
の周知・教育・訓練に関
する事項

大規模水害に備
えた迅速かつ確
実な避難行動の
ための取り組み


